
吉村　鈴木社長がパソコンやその周辺でいま一

番興味を持っていらっしゃるものはなんですか？

鈴木　 一番関心を持っているのは、コレ！自

社の製品の『MADO（マド）』というソフトウ

ェアですね。ご存じないかもしれませんけど。あ

とでちょっと見てもらいましょう。これはモザ

イクに対抗しようというものなんです（笑い）。

インターネットで一番使われているアプリケー

ションってモザイクなんでしょう？

吉村　モザイクだけがインターネットの

すべてではないですけどね（苦笑）。電

子メールとかも使われていますよ。

鈴木　 私がインターネットで一番感じること

は、加入の仕方が分かりにくいということです

ね。それと、もう1つは、ほとんどの日本人が

感じることでしょうけれど、英語の商品なんだ

なっていう感じがしてしまうんです。英語の得

意な人なら、違和感なく、簡単に入り込める

んでしょうけど、ニフティサーブみたいに、日

本語で簡単に使えるというイメージがないです

ね。そのあたりを解決すると加入率もグッと増

えると思います。実際、インターネットの加入

率はアジアは圧倒的に少ないそうですね。ほと

んどは英語圏の人でしょう。私たちが秋葉原で

お店をやっていて、お客さんに勧めるときに、

このあたりがクリアされていると勧めやすいです

よね。

それに、スターターキットみたいなものがない

と、企業が加入して、そこの社員が会社で使っ

ているというイメージですよね。もし、個人が

使い始めるとニフティサーブなどのパソコン通

信サービス会社は脅威に思うでしょうね。

吉村　インターネットのユーザーになるための

パソコンとしては、ウィンドウズが動くマシン

かマッキントッシュですが、メモリもそれなりに

必要です。ですからかなり高級なパソコンを持

っていないと使えないのではないかと思っている

人もたくさんいますよね。でも普通のアプリケ

ーション、つまりワープロにしても表計算にし

ても、日常的に使おうとすると、かなりのリソ

ースを持っていなければならないので、インタ

ーネットが特別というわけでもないと思います。

先日もあるソフトハウスの方と話をしていまし

たら、『日本で売れているパソコンなんて、20

万円以下のパソコンで、ユーザーはモデムを買

うにしてもなかなかたいへんなんだ』とおっしゃ

っていました。そういうパソコン環境では、十

分に使える環境ではないと思います。
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秋葉原でいまもっとも元気のいいパソコンショップといえば、まちがいなくソフマップの名

前をあげることができるだろう。最近では『ソフマップ・エフ・デザイン』というソフト会

社も設立し、ソフトウェアビジネスにも乗り出す。

もちろん、インターネットにも強い興味を示される鈴木慶社長に、いまのインターネットを

どう見ていらっしゃるのか？そして、いまもっとも力を入れていらっしゃる『MADO』とい

うソフトウェアについてのお話も伺った。

吉村 伸の

インターネットへようこそ！
今月のお客様

鈴木慶さん：ソフマップ代表取締役社長

「インターネットは英語の世界。

加入の仕方も分かりにくい」
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ントッシュにテレビみたいなデザインの画面が

出てきて、モデムを使って当社のデータベース

にアクセスして、そこにソフマップの商品の写

真と売価情報が見えるようになっています。こ

れは『ファーストクラス』というソフトを使っ

ているんですが、あまりにも制約が大きくて、

イメージしていたものができないんですね。そこ

で、もっと簡単にネットワークにアクセスする

ために、今度のバージョンでは通信ソフト部分

まで独自に作ったんです。おかげで、非常に簡

単な方法でアクセスできるようになりました。ロ

ーン計算なども自動的にしてくれますし、商品

のスペックも見ることができます。

吉村　そもそも、こうしたことに興味をお持ち

になったきっかけは何ですか？

鈴木　それは、ソフトバンクの『オン・ハンド』

を見て、これは小売店への挑戦だと思ったから

ですね。しかし、『オン・ハンド』の問題点は

すぐにマニュアルを入手できないということ。上

級の利用者はマニュアルを必要としないかもし

れませんが、多くの利用者はマニュアル

を必要としているんですね。そこで、あ

とからマニュアルを送ってくるくらいな

ら、最初からマニュアル付きで送るには

どうしたらいいかと考えたのです。それがこの

『ソフマップTV』だったのです。つまり、これ

は『オン・ハンド』に対抗するために考えたん

です（笑い）。それをさらに改良したのがバージ

ョン2です。将来に何を考えているかといいま

すと、当社のカタログには、すべて通販コード

が入っていますし、スペックのデータも持って

います。ただスペックのデータはうちでは作り

きれないので、メーカーさんで入れてもらって

いるわけです。そしてうまくいくならこれをCD

に入れてしまおうと思っています。まずCDでば

らまいておいて、将来はインターネットで流す

方法があればいいと思っています。TV2

の発展形では、画像も含めて送れたら

面白いでしょう。でもそれはこの『ソフ

マップワールド』というフリーペーパー

があるからできるので、もしなかったら1つ1つ

新たに打ち込まなければならないですからね。イ

ンターネットのために編集していたら、とても

日本語を使うということで欧米で使われている

パソコンよりも高性能でなければならないとい

うこともありますし、まだまだ、ユーザーは速

いパソコンよりも安いパソコンを買ってしまう傾

向にあると思います。

鈴木　パソコンは面白い傾向があるんです。パ

フォーマンスはよくなって値段も下がっている

わけですが、いまでは386CPUのパソコンを買

う人はもういません。もし売っていたとしたら

10万円もしないでしょう。でも、いまの主流は

20万円くらいの価格帯の製品なんです。お客

さんはなぜか20万円前後のものを好むんですね。

家電に比べると高値安定になっていますけど、

そういう意味で値段は下がっていないともいえ

るわけです。それはお客さんが高いものを求め

るからなんではないですかね。それに、いま売

られているのは、ほとんどが486CPUかペンテ

ィアムを採用したパソコンですから、性能とし

ては十分だと思いますよ。

アメリカと日本を比較すると、過去にはアメリ

カと比べて10万円以上高かった時代もあるの

ですが、現在では安いパソコンが日本にも入っ

てきて、日本人がアメリカに比べてめちゃくち

ゃ高いものを買わされているということはないの

ではないですか。

吉村　ところで、ソフマップでは、野村総合研

究所のサーバーの中にホームページを持ってい

らっしゃいますよね。このページをインターネッ

トで見た人からの反応や効果はどのようなもの

でしたか？そもそもこうしたページを出すとい

うことはかなりインターネットにご興味をお持

ちだと思いますが……。

鈴木　反応については、まだ聞いていません。

でも、インターネットにはすごく興味あります

よ。実は、6月初めくらいに『ソフマップTV 2』

という通信を使ったサービスを立ちあげるんで

す。当社では『ソフマップワールド』というフ

リーペーパーを30万部くらいばらまいているん

ですが、これをもとにインターネットを使った

通信販売を研究してみようと思っています。当

社では、買っていただいたパソコンに添付した

ディスクか、店頭で100円で売っているソフト

を立ちあげると、自分のウィンドウズやマッキ

採算は合わないですよ。

吉村　ソフマップは、すでに秋葉原にたくさん

の店舗をお持ちになっていて、かなり成功して

いると思うのですが、それでもあえて無店舗の

販売というものに取り組むということはどのよ

うな意味があるのですか？

鈴木　通信販売は10年以上やっているんです

けど、ぜんぜん儲からないですよね。考えてみ

ると、生き残っているのは店舗を持っていると

ころなんです。無店舗の通販会社は残ってない

んですね。つぶれたり夜逃げしたり、大変です

よ。通信販売専業で生き残れない理由を考え

たら、簡単な結論がアメリカにあったんですね。

雑誌に広告を出しても、本体を中心としていて

は、紙面を見ただけで価格の比較はすぐにでき

るわけです。だから、ゲリラ的に値段を下げる

ところも当然出てきますし、単なる価格の競争

に入ってしまって、なんの利益も出ないんです

ね。そればっかりを一生懸命にやっているとこ

ろはいずれ地獄に行くんです。

実は、アメリカでうまくいっている通販会社は、

本体を製造して販売する会社です。つまりメー

カーが直販で通信販売するところです。それか

らサプライとかペリフェラルとかを中心として

いる会社です。日本には、なぜかこの2つの種

類の会社がぜんぜんないんですね。他人が作っ

たパソコンを右から左へ売るだけですよね。こ

れでは生き残れないです。いまは流通がメーカ

ー的なことまでやらないと生き残れないという

厳しい状況になっているんです。そういうわけ

で、うちではパソコン本体の通販はほとんどや

っていません。ほかの会社はまだ昔と同じこと

やっています。パソコン業界ってみんな儲かる

と思っているみたいですが、ぜんぜん儲からな

いですよね。錯覚しているんですよ。マーケッ

トは昨年200万台で今年は300万台だ！ そし

て来年は400万台になるんだ！…なんてね。ぜ

んぜん華やかではないですよね。

鈴木　これからインターネットが普及してきた

ら、ニフティサーブなどのパソコン通信サービ

スはどうなってしまうのですか？なくなってし
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「無店舗の通販会社は生き残れない」

「インターネットが普及すると、

いまのパソコン通信はなくなってしまう？！」

「『ソフマップTV』は、
オン・ハンドを潰すために考えたんです」
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【鈴木 慶】
株式会社ソフマップ 代表取締役社長
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まうんですか？インターネットが個人レベルに

まで普及したら、どう考えたってワールドワイド

なもののほうを選択しますよね。それにモザイ

クとかできないんでしょう、パソコン通信では。

吉村　たぶんパソコン通信サー

ビスのようなインフォメーション

サービスをしているところはユー

ザーインターフェイスがどんどん

変わっていくことになるでしょうね。アメリカ

のコンピュサーブではグラフィカルなユーザーイ

ンターフェイスを使って、モザイクと同じよう

なことができるようになっています。

個人レベルの情報発信はプロバイダーに依存せ

ずに、自分で絵でもなんでも、場合によっては

仕組みまでも提供するということをみんながで

きるようになった場合、大手は『業者』に依存

しなくてもよくなるでしょう。これまでパソコン

通信サービスが伸びてきたのは『そこに行けば

何かがある』ということだったのですが、これ

からいろんなものが分散していけば、パソコン

通信はいらなくなるかもしれませんね。でも街

中にブティックとか専門店ができれば、デパー

トはいらなくなるのかというとそんなことはあり

ません。パソコン通信サービスは巨大なデパー

トで、インターネットではみんなが小さな専門

店を開くようなものでしょうね。

鈴木　でもインターネットのスターターキット

が出て、だれでも簡単につながるようになった

とき、店頭に『パソコン通信サービスのスター

ターキット』と『インターネットのスターター

キット』が店頭にならんでいたら、やっぱりイ

ンターネットのスターターキットを買いません

か？

吉村　いま、多くの人は、ニフティサーブはニ

フティサーブに電話をして情報を得て、インタ

ーネットはインターネットのプロバイダーに電話

をしていろんなところのWWWのページを見る

というように、別々に考えているのではないで

すか？ 実際は、インターネットにつないで、い

ろんな情報も見られるし、ニフティサーブの情

報も見られるわけですけれど。

それに、パソコン通信の利用者はますます増え

ています。

鈴木　なんでパソコン通信では絵を見られない

んですか？

吉村　最近ではいろんなパソコン通信でも絵が

出るところが出てきていますよ。ピープルとか

はすでにそうですし、ニフティサーブでも研究

はしているようです。

吉村　鈴木さんのお話の中で、何度か出てき

たキーワードは「だれでも簡単に」ということ

だと思うのですが、パソコンというのはずいぶ

ん簡単になってきているのにインターネットはま

だそうなっていないよ、ということですよね。

鈴木　そうなんです。私は完全にエンドユーザ

ーの視点でしか考えてないですからね（笑い）。

それと難しくしているもう1つの点はプロバイダ

ーの数ですよ。こんなにたくさんあって、値段

もばらばらで、どこがどう違うのかさっぱりわ

からないじゃないですか。これをもっと明確に

すべきですよ。これではみんな躊躇してしまい

ますよ。こういうことが解決したら、だいぶ違

うと思いますよ。ぼくが入る場合もどれがいい

のか悩みましたし。そこで資料を集めて、どの

パフォーマンスが高いのかということを考えます

よ。でも、いまではまだニフティサーブのほう

がぜんぜんやさしそうな感じがしますよね、文

字の情報だけなら。インターネットは、簡単に

いいますと店頭で売りにくいんですよね。店頭

で「はい、これです」っていう感じで売れない

とだめですよね。

吉村　パソコンにしても、CD-ROMにしても、

秋葉原で流行らないものって、結局日本全体

でも流行りませんよね。

鈴木　まったくそのとおりです。秋葉原ってい

うのは、大阪よりも半年くらい動きが早いんで

すね。まず秋葉原が売れて、半年くらいして大

阪が売れて、そしてさらに半年くらいすると中

部地区が売れて、1年から2年遅れで地方です

よ。DOS/Vなんていうのは完全にそうですよね。

いまやっと大阪が売れはじめて、名古屋が最近

売れはじめてきて、これから地方ですよね。そ

うすると某メーカーさんのシェアも厳しくなるで

しょうね。この秋葉原地区のパソコン本体の売

れ行きを見たら圧倒的にDOS/Vが大きいです

よ。でも全国で見たらまだまだN社さんのシェ

アっていうのは大きいんです。

「インターネットをむずかしくしているのは

プロバイダーの数とスターターキットがないこと」
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秋葉原地区では、すでに機種の専門フロアをな

くしてウィンドウズのフロアにしているところが

あります。昔は機種ごとのフロアだったんです

けど。だからこの地区で商売するには、完全に

ウィンドウズというカテゴリーになってしまって

いるんです。つまり秋葉原で動くということは、

将来が有望だということですよね。

吉村　そういう目から見て、インターネットは

将来有望ですか？

鈴木　インターネット自体は普及するでしょう

ね。ただし、もっと簡単にしてくれればね。何

度もいうように、スターターキットもないなん

て、絶対にヘンですよ。店頭で申し込むなんて

いうことをやっているくらいなら、パッケージに

して売ったほうが絶対いいに決まっているじゃ

ないですか。

吉村　実は、IIJのスターターキットはゴールデ

ンウィーク前に発売する予定にしています。も

ちろん、インターネットマガジンもスターターキ

ットみたいなものですけどね。

編集担当 スターターキットに関していうと、

ソフトウェアやマニュアルも重要ですが、アカ

ウント（ID）の発行はもっと重要ですね。いち

いち書類を書いて送って、アカウントが郵送さ

れてくるまではとても待てないということです。

やりたいと思ったときに、なんですぐできない

のと…。

吉村　今度のスターターキットはオンラインサ

インアップでアカウントの発行もしますよ。

鈴木　それはいいですね。当社でもそれを仕入

れて売ればいいんですもんね。

鈴木　では、ちょっと「MADO」を見てもら

えますか？（デモを見せながら．．．）いままでの

ソフトウェアっていうのは、オブジェクト指向

であっても「タテ型」のプログラム構造になっ

ているわけです。それに対して「MADO」は

「ヨコ型」の構造、つまり、マネージャがあっ

て、それぞれのマネージャがその下のプログラ

ムを管理するという構造です。でもこの

「MADO」というのは、「セル」という非常に小さ

な単位のアプリケーションで管理しようという

ものです。100Kバイト程度の小さなアプリケー

ションを接続することで、大きなアプリケーシ

ョンになるんです。オブジェクト指向でも同じ

ようなことが特徴になっているわけですが、

「MADO」はプログラムではなくて、完全に出

来上がったアプリケーションなんです。アプリ

ケーションの中自体はタテ型になっているので

すが、そのアプリケーションをつなぎあわせてい

きます。これを私たちは勝手に「デジタルセル

テクノロジー」って呼んでるんです。特徴とし

ては、まずスクロールが非常に高速なんですね。

たとえば、すでにある有名なCADソフトのスク

ロールと比較しても、圧倒的に高速です。そし

て、いくつかの役割をする窓が開いて、それぞれ

を関連付けていきます。この窓が1つ1つの細胞

なんですね。こうして細胞を結び付けることで

一つのアプリケーションが出来上がるわけです。

この考え方を推し進めていくと、すべてのコン

ピュータプログラムはこれで置き換えられるとい

うことにたどりつくのです。そして、21世紀は

こうした手法でなければ、プログラムできなく

なると思いますね。だいたい、コンピュータで

やりたいことは20種類程度でしょう。絵を表示

して、動画を再生して、文字を出して、検索

して…というように。つまり20種類のセルがあ

れば、すべてのことはプログラム可能だという

わけなんです。あとは、創造力とマウスでセル

をつないでいくだけですね。ビジュアルベーシッ

クみたいにプログラムを書くこともありません。

もちろん、必要とあればプログラマは特別な細

胞を追加して作ればいいわけですし、利用者は

その細胞を買ってきて、マウスを使って組み立

てればいいわけです。

だから、世の中には、1人だけ細胞を作る人が

いて、あとは細胞を買って使うだけですね。

いまは、これを使って、モザイクみたい

なインターネットの情報ブラウザを作れ

ないかと思っているんです。

吉村　 これは非常に面白い概念だと思

いますね。いまのインターネットのHTTPを拡

張したりして、さらにネットワークと結びつけ

ば、知らない間に細胞をネットワークから持っ

てきたりするようにできますし、高速な描画が

提供されたりすると、いまのWWWよりも表現

力も上がって、すごく面白くなると思います。

「『MADO』の基本機能は20個くらい。
コンピュータでやりたいことなんて、

20種類くらいなものです」

【吉村 伸】
株式会社インターネットイニシアティブ

技術企画部部長
WIDEプロジェクトボードメンバー
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